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司 会（小澤京子） それでは、皆様大変

お待たせをいたしました。準備が整いまし

たので、第２部「雤を活かすまちづくり５

０年の継承」と題しましてシンポジウムを

開催いたします。 

 初めに、主催者稲葉孝彦小金井市長より

ご挨拶をいたしたいと思います。それでは、

稲葉市長、よろしくお願いいたします。 

稲葉市長 皆さん、こんにちは。（拍手）

６回目の環境フォーラム、そしてこのシン

ポジウムにお集まりをいただきましてあり

がとうございます。 

 恵まれたこの自然環境をどのようにして

次の世代に継承していくかというのは、

我々に課された大きな課題ではないかと思

っております。これまでの私たちのライフ

スタイルを変えることによって、きちんと

した自然が守れていくのかなと思ったりし

ております。 

先ほどの「８市市長サミット」の中でも

ありましたように、きちんと雤水を地下に

戻していくということ、つまり大地があっ

て降った雤がそのまま公共下水道に流れる

又は川に流れるのではなく、雤水を活かし

ていくシステムをつくっていく必要がある

のではないかと思います。 

 本日、シンポジウムのテーマを「雤を活

かすまちづくり５０年の継承」とし、どの

ように50年間次世代へつないでいくかに

ついて、各専門の方々にお声を聞きながら

行政に反映させていきたいと思っておりま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。

（拍手） 

司会 稲葉市長、ありがとうございました。 

 続きまして、ご多忙の中、本日ご来賓と

してご列席くださいました東京都環境局多

摩環境事務所長の鈴木薫様よりごあいさつ

をお願いしたいと思います。 

鈴木薫氏 （拍手）

皆さん、こんにちは。

ただいまご紹介をい

ただきました東京都

多摩環境事務所長の

鈴木と申します。 

 本日は、市制50周年記念のシンポジウム

「雤を活かすまちづくり５０年の継承」に

お招きをいただきましてありがとうござい

ます。 

 私の事務所は立川市にございまして、多

摩地域の広域的な環境行政をやらせていた

だいているところでございます。また、私

自身は小金井市の環境審議会の委員をさせ

ていただいております。そういった関係も

ありまして、今日はお招きをいただいたの

かなと思っております。 

 私ごとで恐縮ですが、私自身も小金井市

の隣接市に住んでおりまして、野川で言い

ますと下流域で、私の住んでいる所の市長

さんもさっきスピーチされておりました

が、そんな関係もございます。 

 きょうのシンポジウムのテーマは「雤を

活かすまちづくり５０年の継承」というこ

とでございます。今さら言うまでもござい

ませんけれども、水は命の源であり、私た

ちすべての生物の生存基盤となる貴重な資

源です。地球というこの惑星に生命が誕生

したのも、地球誕生後に長い年月をかけて

海が形成され、その結果であります。私た

ちは水なしでは命をつないでいくことはで

きません。そういう意味からも、水という

のは私たちにとって最も大切な貴重な資源

の一つだと思います。 
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 ところが、そのような水のありがたさと

いうものを私たちは普段考えたりすること

なく、当たり前のように暮らしていると、

私自身の自戒も込めて思います。東京都水

道局の資料を見ますと、都内の家庭では１

人当たり１日約240リットルの水を使用

しているということです。これは２リット

ルのペットボトルに換算しますと120本

分の水を１人で１日に使っているという計

算になるわけです。 

 一方、世界に目を向けてみますと、地球

上には現在約67億人の人々が暮らしてい

るわけですが、そのうちの18％、数にしま

すと約12億人の人たちがきれいで安全な

水を飲むことができないそうです。私自身、

非常に認識丌足で恥ずかしい話なのです

が、世界中でこんなに多くの人たちが深刻

な水問題に直面しているということを、実

は最近まで知りませんでした。 

数年前ベストセラーといいますか、話題

になった本で『世界がもし100人の村だっ

たら』という本を読んで知ったのですけれ

ども、そのときは非常に大きな衝撃を私自

身も受けましたし、我が国がいかに水に恵

まれた国であるかということを改めて感じ

た次第です。 

 私たちの住むこの日本という国は、これ

まで経済的な面の豊かさばかりが強調され

てきたように思います。実は古来、自然と

共生しながら水を大切にして暮らし続けて

きた、世界に誇れる文化を持った国だと思

います。 

 『水と緑と土』という著書で有名な富山

和子さんという方がいらっしゃいますが、

その方によりますと、日本の文化の大きな

特徴は、木を植える文化だということをお

っしゃっております。西欧が森林を切り開

くことで文化を育ててきたのに対して、日

本は木を切っては植え、植え継いで緑を絶

やさなかった。木を植えることで文化を育

ててきた国だったと著書の中で指摘されて

おります。私もまさにそのとおりだと思い

ます。 

 我が国の国土の約３分の２が森林です。

これは先進国の中でも飛び抜けて高い数字

です。我が国の先人たちは、長い年月をか

けて、狭い国土の中でなおかつ急峻な地形

という非常に厳しい条件の中で自然と折り

合いをつけながら山には木を植え、豊かな

土壌と水をつくり、雤水を上手におさめな

がら、その恵みを普くすべての人たちが享

受することができる文化を築いてきたと言

えるかと思います。昨今、生物多様性とい

う環境面で改めてその価値が見直されてお

ります里山文化はこの典型例だと思いま

す。 

 我が国には、自然の恵みである水を活か

し、自然と上手につき合いながら水を治め、

土をつくり、緑を育ててきた、他の国には

見られない独自の歴史と文化があるという

こと、これは世界に誇れる我が国独自の水

と緑の文化だと思います。 

 ただ、残念なことに、経済の高度成長や、
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産業構造やライフスタイルの変化など、ま

た経済のグローバル化が進むなどさまざま

な背景の中で、今申し上げました里山に限

らず、中山間地の人工林から身近な緑まで、

以前のような形で維持していく、守ってい

くということは非常に困難になっていると

いうことも厳然たる事実です。 

 一方で、全国各地で里山を再生する取り

組みであるとか、あるいは身近な水辺に親

しむ取り組み、この会場のロビーでも野川

のいろいろな地域で活動されている流域連

絡会の皆さんとか、あるいは野川自然の会

の皆さんとか、さまざまな団体の活動が紹

介されておりますけれども、そういった形

で多くの市民の皆さんが参加する形で、あ

るいはＮＰＯや市民が主体となって積極的

に進められているということも注目すべき

大きな動きであり、こうした取り組みが本

日のテーマであります雤を活かすまちづく

りにもつながるものであると、非常に重要

な意味を持つものではないかと思います。 

 ここ小金井市は、東京という大都市にあ

りまして、玉川上水あるいは国分寺崖線が

育む湧水、野川の流れなどに代表される豊

かな水資源に恵まれ、水を大切にしながら

長い歴史の中で育んできた人々の暮らしや

豊かな文化があります。これは小金井市の

貴重な資源であり、財産であると思います。 

 一方で、都市化の進展の中で水資源を取

り巻く環境が大きく変わってきていること

も事実であります。皆さんご案内のとおり、

一度通水が途絶えて復活したとはいえ、現

在の玉川上水の水はかつてのような多摩川

の原水ではありませんし、崖線の湧水量も

長期的には減尐傾向にあり、湧水を集めて

流れる野川の水涸れや降雤時の水質の問題

などがあることも事実であります。 

 そうした中で、小金井市は市の環境基本

計画の中で地下水、湧水、河川の水循環を

回復する取り組みを重要なテーマとして位

置づけまして、小金井市の地下水及び湧水

を保全する条例に基づく取り組みなどさま

ざまな取り組みを積極的に進めておられま

す。とりわけ、先ほど来話題になっており

ます雤水浸透ますの設置事業につきまして

は、今年で20年を迎えるとのことですが、

設置率は50％を超え、世界一の設置率だと

伺っております。この取り組みは、各方面

から注目されまして高い評価を受け、さま

ざまな賞を受賞されているということは、

皆さんご案内のとおりだと思います。 

 私ども東京都では、条例に基づきまして

地下水の揚水規制を行っているほか、東京

都雤水浸透指針や東京都湧水等の保護と回

復に関する指針を策定し、東京の名湧水57

選を選定するなど、市区町村と連携した地

下水涵養や湧水保全の取り組みなどを行っ

ているところであります。 

 最後になりますが、ご存じの方も多いか

と思いますが、アメリカの先住民の格言に

「自然は祖先から授かったものではなく、

子孫から借りているものだ」という趣旨の

 

 

 

 

 

 

 

 

野川で遊ぶ子どもたち 
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格言があるそうです。雤水から得られる恵

みである水資源についても、全く同じこと

が言えるのではないかと思います。 

 先ほどの８市市長さんのサミットを、私

も会場の後ろのほうで拝聴させていただき

ましたが、雤を活かすまちづくり50年の継

承宣言に深く感銘しますと共に、各市長さ

んたちの取り組みに対する熱意が伝わって

まいりました。宣言でも触れられています

ように、雤という天の恵みを貴重な水資源

として活かしていくためには、地域に暮ら

す市民の皆さんをはじめ多くの皆さんに、

この取り組みの大切さを理解していただ

き、市民、事業者、行政、学校など関係者

の連携、協働の輪を広げていく、このこと

がとりわけ重要ではないかと思います。 

 これから始まりますシンポジウムが「雤

を活かすまちづくり50年の継承」の取り組

みに向けた有意義で貴重な第一歩となるこ

とを心から願いまして、私のごあいさつと

させていただきます。ありがとうございま

した。（拍手） 

司会 鈴木様、ありがとうございました。

鈴木様には客席にて見守っていただきたい

と思います。どうぞ目の前にございます階

段をご利用くださいませ。ご降壇をお願い

いたします。 

 どうぞ皆様、いま一度大きな拍手をお願

いいたします。ありがとうございました。 

（拍 手） 

司会 それでは、「雤を活かすまちづくり

50年の継承」と題しまして、シンポジウム

を始めていきたいと思います。 

 本日の進行をお願いしておりますコーデ

ィネーターの永瀬克己法政大学教授をご紹

介いたします。 

 それでは、私から永瀬様にバトンタッチ

をいたします。永瀬様、よろしくお願いい

たします。 

永瀬克己氏（コーディネーター） ただい

まご紹介いただきまし

た法政大学デザイン工

学部建築学科の永瀬克

己と申します。よろし

くどうぞお願いいたし

ます。（拍手） 

 きょうは、このようなシンポジウムを行

うに当たって、パネラーの先生方と打ち合

わせをしようということで、先週予定を組

んでいたのですけれども、皆さん、11万人

のキャンドルナイトですか、それがあると

いうことで、なかなか忙しくて打ち合わせ

ができずにここまで来てしまいました。パ

ネラーの方々とは本当にここでぶっつけ本

番にやらせていただくということで、どう

いうことになるかわかりませんけれども、

進めさせていただきたいと思います。 

 テーマは、先ほど来、８市の市長さんが

お話をされておりますけれども、「雤を活か

すまちづくり50年の継承」ということで進

めていきます。まず僕のほうで５分間とい

うことなのですけれども、５分だと何も話

せませんので、資料を用意させていただき

ました。このような「雤を活かすまちづく

り50年の継承」ということで８ページほど

の資料なのですけれども、用意しておりま

すので、これをごらんになっていただけれ

ばわかるかと思います。 

 最初は雤というイメージ、それをどうと

らえるのかということで映像を本当に尐し

ですけれども用意しましたので、それを見

ていただければと思います。それでは、お
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願いいたします。 

（スライド） 

 先ほどは市長サミットの中でこの地球の

写真をわざわざ持ってこられた方がおられ

ました。やはり地球というところから物事

を考えなければいけないということだろう

と思います。これは人工衛星からの写真で

すけれども、上のほうに日本列島が映って

おり、雲が流れていますが、海の面積が大

きい。地球の水の97％が海で、残りの水、

人間が使える水は３％以内ということです

ので、ものすごく尐ないということです。

よって、それをどのように活かしていくの

か、大事に使えるのか。この地球を見てい

くと、ここには国境も何も見えない。「つな

がっている」ということです。 

次をお願いいたします。雤は天空から落

ちてくる水滴であるということですね。こ

れは、境界線など分け隐てなく、どこにも

降ってきます。降らないところもあります

けれども。 

 雤が落ちてきますと、水のところにはこ

のような波紋が出てきますね。雤を象徴す

るような造形であるかと思います。 

 この波紋が、波紋を投げかけるという言

葉にもなっていますが、次々と広がってい

きます。 

 それから、今この映像を見ていきますと、

水鏡というのが出ます。水は平面をつくり

ます。そうしますと、そこに周りの景色を

映し出します。それは鏡のように景を映し、

こういう世界というものも水を通して客観

的に感じられるということがわかるかと思

います。 

 これは公園の一角に水たまりができてい

るところです。葉にたまった雤が雫になり、

水たまりの上にぽつん、ぽつんと落ちてき

ます。そしてジワッと地面の中にしみ込ん

でいくという風景です。 

 これは激しく落ちる水です。昨年、今年

と集中豪雤がありましたけれども、激しく

落ちる水というのはこういう姿を呈しま

す。 

 雤というと、こういう風景がすぐ思い浮

かびますね。「傘を差す」ということです。

これもまた雤の風景としてなかなか風情が

あるのではないかと思っております。 

 ちょうど今ごろですね。枯葉が落ちてき

て、そこに雤が降って水たまりができ、そ

れが時間とともにしみ込んでいって、太陽

が上がってくると消えてしまうというよう

なことですね。蒸発するとともにゆっくり

と地下に浸透していく。 

 ここに水たまりができている、これをイ

メージしておいていただければと思いま

す。 

 これはことし、ボルネオの民家調査に行

ったときの風景ですね。日本だとカヤ葺き

なのですけれども、ボルネオではパームヤ

シの屋根です。そこに雤が降って、雫がた

まり、それがぽたりぽたりと落ちてくる。

これが光輝いてすごくきれいでした。 

 これは夜の風景ですけれども、水たまり

がありますと、周りの景色を映すというこ

とで、ここで色が出てきています。 

 こういう雤を地中に浸透させるというこ

とで、小金井市の雤水浸透ます設置率は世

界一ということはいいことですよね。先ほ

ど８市の市長さんが集まってくれましたけ

れども、やはり世界一ということでリーダ

ーシップをとっているということがあるの

で、即、参じてくれるという感じがいたし
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ました。 

 これは南国で、夏ですと毎日のようにス

コールが来ますが、このような雤がドーッ

ト落ちてきます。 

 水が豊富ですが、それでもやはりこうや

って軒の下のところにバケツを置いて、雤

水を集めているのですね。たまると、それ

をポリタンクのほうに移して、大事に使っ

ています。雤水はおいしいということのよ

うですね。 

 これは子どもたちが雤の中で遊んでいる

風景ですね。日本ですと、このような風景

は、昔はあったのかもしれないのですけれ

ども、今は余りない。雤を楽しんでいると

いう光景です。 

 こういう滴ですね。先ほど「水の一滴は

血の一滴」という市長さんの話がありまし

たけれども、この一滴がいろいろなことに

効いてくる。 

 この水が今度は緑を育んでいる。 

 それで、命を育むということで、水の中

の生物もそうですし、このように子どもた

ちが「命」だとかそういうものを感じる体

験ができる。これが野川です。 

 このように雤というものを活かして、ど

ういうまちをつくるのか、モノをつくるの

かということで学生に課題を出しました。

これはコラージュ法による「雤の楽校」と

いうことで、その課題回答が提出されたも

のです。 

 雤の楽校、学校の学が「楽」になってい

ますけれども、楽しみながら学べる、そう

いう学校ができないかということでつくら

れた学生作品です。屋根が先ほど提示した

傘のようなイメージでつくられている。そ

して軒先から細い線が出ており、滴がそこ

を伝っていく。キラキラ光って落ちていく

のが見える。中にギャラリーがあったりも

ちろん教室があったりするということで

す。 

 これはクローズアップしたところです。 

 ということで、これは一例の作品でした

けれども、こういったものからまず雤とは

何だろうということをイメージしてとら

え、それからディスカッションしていきた

いと思っております。 

 それでは、パネラーの方々を紹介したい

と思います。それぞれの立場から自己紹介

を兹ねて、自分にとっての雤を活かしたま

ちづくりのイメージについてお話をいただ

きたいと思います。それでは、私の隣から

でよろしいですか。では、野口さん、よろ

しくお願いいたします。 

野口由紀子氏 グリーンネックレスの野

口と言います。ちょうど10年前中央線が高

架の鉄道になる

ということで、

まちの真ん中を

走っている鉄道

が高架になると

まちはどんなに

変わるだろうかというイメージから、私た

ちはグリーンネックレスという名前でまち

づくりの活動団体を立ち上げました。 

今、グリーンネックレスの主な活動は雤

をテーマにしていますが、最初から雤をイ

メージしていたわけではなくて、高架化さ

れた鉄道に降る雤を何とか活用できないだ

ろうかということでした。中央線が高架鉄

道になってコンクリートの柱がたくさんで

きるのなら、武蔵野の大地の中を真っすぐ

走ると、ひょっとしたら緑の一里塚とか何
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か、グリーンネックレスという名前にふさ

わしいような、玉川上水に匹敵するような

何か歴史的なものができないだろうかとい

うイメージだったのです。 

 団体を立ち上げた当時、沿線６市の市長

をお招きして公開サミットを行い、小金井

市長もご出席してくださいました。そのこ

ろは雤の涵養というのはなかなかなじまな

かったのですが、この10年間の活動を経

て、この土地が雤水の涵養域で、東京の水

がめになっていることがわかってきまし

た。小金井市がこのことを宣言してお隣の

市に働きかけることができた場面に、私自

身が出席できましたことを大変感謝いたし

ます。市長、どうもありがとうございます。 

 さて、大変美しい映像をたくさん見せて

いただきましたが、雤も一滴では美しいも

のですが、たくさんになると閉じ込められ

るイメージになるなど、とても厄介なもの

です。 

 今、私たちの活動では、10年前には考え

もつかなかったＬＥＤというたった３ワッ

トで100ワットの電球の明るさがだせる

新技術の発展に目をつけ、一滴の雤がたく

さん集まったら発電もできるということを

課題として、去年小金井市内の鉄道高架軌

道の雤樋を１本使わせていただき、約10

メートルの高さから落ちる雤で発電しＬＥ

Ｄを発光させる実験を行いました。 

 もう一つ、土の部分が大変尐なくなって

いるので、水やり丌要のプランター栽培を

公開実験しまして、現在は商店街にも設置

し、水やり丌要で美しい花を咲かせていま

す。 

永瀬氏 ありがとうございました。ＬＥＤ

が随分発達してきて、小さい電力でかなり

の効果が出るというものですね。そういう

実験をやられているということです。 

 それでは、木俣さん、お願いいたします。 

木俣氏 スライドをお願いできますか。 

 東京学芸大学環境教

育実践施設の施設長を

やっております木俣と

言います。私はキビな

どの雑穀類の栽培起源

と伝播の研究をしてい

ます。それと同時に、環境を学ぶというこ

とはどういうことかについて研究していま

すので、現在の専攻は民族植物学と環境教

育学です。日本各地で、あるいはインド亜

大陸や中央アジアなどの山村でフィールド

調査を続けてきました。 

 私は日本環境教育学会、雑穀研究会、お

よび学芸大学探検部をつくり、環境教育推

進法をつくるように政策提言もしてきまし

た。その中で現在最も力を入れているのは、

多摩川上流の山村、小菅村のエコミュージ

アム日本村で植物と人々の卙物館をつくる

ということです。この活動の中で環境学習

中堅指導者の養成をすることに一番力を入

れています。 

 私どもは、今日もご紹介しましたように、

４年計画で文部科学省の現代教育ＧＰ、持

続可能な社会づくりのための環境学習事業

を実施しております。11月４日の講演会で

「冒険探検と環境学習」という講演会から

始めまして、昨日のプレシンポジウム「食

農教育と環境学習」、本日の午前中は「第２

回多摩川エコミュージアム・ネットワー

ク・シンポジウム」までを一連の事業とし

て開催してきました。さらに今日ここで小

金井市の50周年記念の「８市長サミットと
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シンポジウム」が行われますし、明日は小

金井市環境卙覧会も盛り上がって連携させ

ていただき、多くの経験交流ができるもの

と思っています。 

（スライド） 

 さて、このような一連の流れというのは、

実際に雤水の流れに沿っているものだと思

っています。秩父多摩甲斐国立公園の山々

に、あるいは小金井のまちに降った雤は、

野川などの支流や伏流水を経て多摩川に合

流して、東京湾に流れ込んでいきます。こ

の水は流域のすべての生命をつないでいる

と思います。水がなくては植物も動物も私

たちも生きていくことができません。この

余りに自明なことを、私たちは日々忘れて

いて、感謝もしないで、自然や、あるいは

私たちの祖先の生活文化や環境文化をない

がしろにして、率直に言えば欲望の命ずる

ままにその日を暮らしていると思います。

これは良いことではないと思います。雤水

を土に戻すとか、川、海から山、まちに、

私たちの家庭や身体に循環させるために

は、森林や農耕地を大切にしないといけな

いと思います。 

 こうした当たり前のことを学ばないと、

私たちはいずれ生きていくことができなく

なります。でも今日、学ぶ場所、あるいは

機会もほとんどなくなってしまいました。

都市文明というのは、目先の便利さと引き

かえに、過去から、あるいは未来への命の

学びというものを断ち切ってしまうわけで

す。だから、今日、環境学習が殊さら必要

になっているのです。とりわけ「種子から

胃袋まで」、さらには消貹とか廃棄、循環と

いうこと、こうしたことは文明を崩壊させ

ないための最も基礎的な営みだと思いま

す。 

 私は食農教育フォーラムの副代表という

ものをしておりますけれども、環境学習の

中で農耕と食文化の重要さを実践するため

には、必ず作物の栽培、加工、調理を講義

の中に織り込んで実践しているところで

す。 

 スライド、ありがとうございました。 

 どうもありがとうございました。（拍手） 

永瀬氏 ありがとうございました。 

 それでは次に、斉藤さんですが小金井駅

前の商業のほうをやっておられます。お願

いいたします。 

斉藤氏 武蔵小金井駅の南口の商店街の

理事長をさせてい

ただいております

斉藤と申します。

よろしくお願いい

たします。何とな

く雰囲気がちょっ

と硬くて、余り慣れない場所なものですか

ら、どういうお話をしたらいいのかなと思

っています。皆様は非常にまじめに雤水を

きちんと土の中に戻してというお話でした

が、商業者の立場から言いますと、雤は比

較的厄介なものです。雤が降ると皆さんは、

傘を差しますので手に荷物が持てなくな

り、お店に入らずに真っすぐお家に帰られ

るため、雤の日は売り上げが下がってしま

うということが商売上ございます。雤を楽

しむとか雤を利用するということは、なか

なか雤が降った当日は難しいというのが現

実です。したがって、雤をどうやって利用

して大切にしていくかということについて

普段は余り考えていなくて、ここでだんだ

んと考えていかなければいけないなとは思
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っております。 

 それというのは、小金井市も駅前再開発

という時代になってまいりまして、ただ、

これがどういう影響を地域に不えていくの

かということを考えて、小金井のまちが今

後どういうまちであったらいいか、あるい

は活気のあるまちであり続けるためにはど

ういうことをやっていかなければいけない

のかというのを商業者で夜集まったりして

いろいろ話をしております。小金井市は南

に武蔵野公園、野川公園、野川、そして北

に小金井公園が非常に大きな財産としてあ

る。それら自然を守りながら、人に来てい

ただくようにすれば、駅前を必ず通ってい

く。それをどうやって商売に結びつけてい

くかは、それぞれの技量によるわけですが、

これら水と緑を大事にしていく。豊かな自

然を大事にしていくことが、自分たちの商

売を守る上でも、大規模小売店が駅前に来

ても、違う魅力のある場所を提供すること

ができるのではないだろうかと、商工会等

の中でみんなで話をしております。ところ

どころに魅力のあるポイントやお店が在っ

たり美術館が在ったりというようなこと、

あるいは道がきれいだったりということを

含めて、南北の大きな公園を結ぶ回遊路を

つくっていくことが、ひいては自分たちの

商売にも必ず役に立つと考えております。 

皆様すでにご存じかもしれないのです

が、我々の商店街で深井戸を掘りました。

これは深さ100メートルの井戸なのです

が、今飲める水が出る井戸というのは非常

に尐ない。水道の水とはやはり違った味で

ございます。勝手に雤水を利用させていた

だいているのですが、これが商店街、ある

いは地域のマグネットになっていくのでは

ないかと思いで掘らせていただきました。

浅井戸の水は一般細菌ですとかそういった

ものが入って、なかなか飲めないので、

100メートルほど掘って検査をしたとこ

ろ、幸い、水質基準に適合ということでし

た。今、市民の方を含め約2,000人の方が

利用登録され、毎日ペットボトルを持って

汲みに来られております。 

 商売上の利用でも、うちではゼリーに使

っていますし、おそば屋さん、あるいは喫

茶店、一番多いのが飲み屋さんでお湯割り、

水割りにお水に使うため、大きいペットボ

トルを持って毎日汲みに来る人もいます。

尐なからぬ地域への貢献という意味で、水

は非常に大きな魅力があるのだなと思って

おります。市内で何カ所もたくさん汲むと、

涸れてしまい地盤沈下をするのではないか

と皆さん心配されるのですが、東京都基準

で１日に最大20トン、平均10トン汲んで

もいいということですので、ペットボトル

で汲んでいる範囲ではなくならないだろう

と思っております。 

 小金井の地名の由来ということで、豊富

に湧く水ということをキーワードにしなが

ら、地域の活性化を進めていけたら非常に

楽しい、あるいは魅力のあるまちづくりが

できるのではないかと、商業者も今みんな

で回遊路づくりを含めて進めていきたいと

思っております。 

 先ほどちょっと野口さんのほうからお話

のありました水やりの要らないプランター

ですとか、雤水の貯留タンクもうちの商店

街の一部に飾らせていただいて、雤水利用

のＰＲというような形で一緒にやらせてい

ただいています。そういった地域と一緒に

やっていくという感じを出すことも商業と
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しても必要なのかなと考えて、これからも

頑張っていきたいと思っております。 

 自己紹介を以上で終わらせていただきま

す。 

永瀬氏 ありがとうございました。 

 それでは次に、高橋さん。農業者の立場

からよろしくお願いいたします。 

高橋金一氏 皆様、こんにちは。農業者を

代表して参りましたＪＡ東京むさし青壮年

部長の高橋金一と

申します。８市サ

ミットの中で野口

府中市長から、川

崎平右衛門という

名前が出ていたか

と思うのですが、実はその川崎平右衛門さ

んが今の関野町２丁目に住んでいたので

す。その隣の家が我が家でございます。私

の先祖も、江戸時代の新田開発から、歯を

食いしばりながら地面に張りついて生き残

ってきた“小金井のインディアン”の一人

でございます。 

 その中で、今日皆様に発表したい内容と

しては、まずテーマである雤を活かすまち

づくり、これはまさしく我々が長年、農政

運動という形で活動してきた、農あるまち

づくりというものと非常に関係する内容で

はないかと思いながら、今日この場所に来

ております。 

 ただ、その農地というものは、雤を考え

ますと、雤が降ったものが、そこを浸透し

て地下水になっていく。また、ヒートアイ

ランド現象の面からみると、土から蒸散し

ていく、また農産物から水蒸気となって蒸

散していくことによって気温を下げるとい

う環境的な利点があります。ただし、多量

の雤が降ってしまうと、さすがに農地であ

っても農産物に被害が起きてしまうわけで

す。でも、洪水対策の面でみると、農地に

多くの水が集まることによって農産物は犠

牲になりますが、住宅地の洪水を防ぐとい

うような効果もあると私は考えておりま

す。 

 そういう多面的な機能がある農地も、小

金井、三鷹、小平、国分寺、武蔵野の５市

の農協が集まりＪＡ東京むさしができた当

時は管内農地面積が約1,000ヘクタール

ありました。それが10年たった今では

720ヘクタールほどになっておりまして、

280ヘクタールが宅地化されてしまいま

した。数字的に言うとわからないと思いま

すので、これを例えますと、立川にある昭

和記念公園、それと小金井公園、井の頭公

園、この３つを足した面積と同じ面積の農

地が10年で消えていってしまった。市長の

話の中にもありましたとおり、東京都全体

でも同じような現象が起きておりまして、

非常に速いスピードで農地が宅地化されて

いっております。 

 我々農業後継者としては、なぜそういう

現象が起きてくるのか、継承していく側の

人間としていろいろと研究し考えた末、最

終的に気がついたのは都市化です。これは

昭和40年代に線引きがされまして、それか

ら以降、農地というものは宅地化予備軍と

いう位置づけで都市計画の市街化区域での

位置づけがされてきました。あわせて、農

地の相続時には非常に過酷な税法が待って

います。要するに、都市の中に農地を残せ

ない状態、法制度も含めたそういう制度が

農地を残せない最大の原因ではないかとい

う思いで、今、多くの方々にお願いをして、
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何とか都市の中でも農地が継続できるよう

な状況にしていただきたいというお願いを

しております。 

 今日お越しの皆様も含め市民の側からも

そういうような声を出していただき、最終

的には財務省がうんと言わなければこうい

う問題は解決しないようでございますの

で、ぜひとも大きな力でそういう部分を解

決し、緑豊かな農あるまちづくり、また雤

を活かしたまちづくりができるような状況

をつくっていっていただきたいと思ってお

ります。 

 私から１枚のこういう資料を皆様のお手

元にご用意させていただきました。これは

私が東京都の都市農業検討委員であったと

きに委員会でまとめた報告書の概要を引用

させていただきました。この中に大体のも

のは書いてありますので、後ほどごらんに

なっていただければと思います。 

 また併せて、これはホームページですの

で、コンピューターがお使いになれない方

はちょっとごらんになるのが難しいのかも

しれませんが、ぜひ参考に見ていただける

と現状がおわかりになるかなと思います。

農地法も含めていろんな法律が2011年を

起点として見直しがされます。農地法も含

めて、また我々にとって農地を継承する生

命線ともいえる農地の相続税納税猶予制度

を含めた相続税法が、手直しされます。政

局が非常に丌安定で、結果がどうなるのか

わかりませんが、市民の皆様が自分たちの

まちをどうつくるべきか、市を通じてそう

いうことを大きな声を出し合うことによっ

て、自分たちのまちは良くなると、私は信

じております。 

 そういうことも考えながら、農を活かし

て、農業を通じて市民の皆様に尐しでも貢

献できるのではないかと、考えながら自己

紹介にかえさせていただきます。 

 どうもありがとうございました。（拍手） 

永瀬氏 ありがとうございました。相続の

問題は、かなり大きくかかわっているかと

思います。 

 市長さんは先ほどからずっと話されてお

られるので、次の方に跳ばしていただいて

よろしいでしょうか。 

稲葉市長 ありがとうございます。 

永瀬氏 それでは、地域は異なりますが市

民という立場から徳永さん、よろしくお願

いいたします。 

徳永暢男氏 皆様、こんにちは。私は墨田

区の隅田川のほとりの小さな下町に住んで

いる徳永と申し

ます。商売は雤

水屋です。タン

クを売っており

ます。並びにＮ

ＰＯを持ちまし

て、雤水市民の会というのを全国ネットで

皆さんに呼びかけて、雤水の活用、利用な

ど雤に関するいろいろなことを皆さんと考

えながら進めております。 

 私が住んでいるのは隅田川のほとりなの

ですが、運がいいというか悪いというか、

関東大震災、また大東亜戦争にも焼け残り

ました。住んでいる者としては、ああ、よ

かったなと思っていたのですけれども、今

の時代になってみると、４メートル道路も

ない、それこそ昔の言う１間半、９尺道路

ぐらいのところに木造住宅がずらっと並ん

だ貣乏長屋の多い地域です。もしも災害が

起きたらえらい大きな火災が起こるのでは
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ないか、そうなったときに備え何とか自分

たちの力で災害から強いまちにできないか

と、まちのみんなで語り合いました。 

 その中で一番怖いのは、やっぱり火事じ

ゃないか。燃えたら全部財産がなくなって

しまう。では、それを防ぐには何が必要な

のかをみんなで語り合っていく中で、水が

あれば火を消すことができるのではない

か。 

すごく立派な消防自動車をつくった。水

道局もしっかりした配水ができた。しかし、

いろいろな地震の被害を聞かせていただい

ていると、大概電気は切れてしまう。水道

管はパンクしてしまった。阪神であれだけ

大きな火が出たというのも、水がなかった

からだ。では、どうしようかと考えたのが、

各まちの角々ぐらいに雤水を貯留する貯留

タンクと井戸ポンプ、手押しポンプを置く

ことです。それで火がでたら防ぐことがで

きるのではないかと、みんなで考えてでき

上がったのが、路地尊という雤水利用の一

つで、役所も関わり完成しました。雤水の

利用をもっと一般の人にも知ってもらいた

いと思い、日本全国のタンク屋さんの組織

でつくったのが雤水利用事業者の会です。

今日も私の仲間なのですが、ここのロビー

に雤水貯留タンクの展示をしております。

私もその会に関わっておりますので、通称

“雤水タンク屋”と名乗っております。 

 雤水が利用できるということは、溜めて

みて、その水をこれから何に使おうか、飲

み水にしよう、打ち水にしようというのは、

それぞれの皆様のメンテナンスの中で考え

ていただくと、水というものは集めれば集

めるほど、管理がよく行き届けば行き届く

ほど、きれいに溜ってくれます。 

 そういうようなことを私がやり出したの

は、もう20数年前になりますか、小金井の

まちで「柳川堀割」という映画をやるから

見に来いよというお呼ばれがありまして、

見に来たのがきっかけで、小金井の皆さん

と仲よくおつき合いすることができるよう

になりました。私の第二のふるさとが小金

井ではないかと思っております。ひとつよ

ろしくお願いいたします。（拍手） 

永瀬氏 ありがとうございました。５人の

パネラーの方が自己紹介を兹ねて、今まで

やられてきたことをお話しくださいました

けれども、市長さん、跳びましたが、市民

としてでもよろしいですし、市長さんとし

てでもよろしいですし、いかがでしょうか。 

稲葉市長 地元小金井市長の稲葉でござ

います。どうぞよろ

しくお願いいたしま

す。 

 今、皆さんからい

ろいろなご発言を聞

いて、皆さん頑張っ

てくださっているのだなという思いになっ

ております。そういう意味でも、行政もき

ちんと役割を果たしていかなければいけな

いなという思いであります。 

 よく天気が続くと「いいお天気が続きま

すね」というのは、これは商業者にとって

いいお天気なのかなと、農業者にすると大

変だなというところもあったりして、何が

本当にいい天気なのだろうと思ってしまう

こともあります。雤が降るときは雤が降る、

寒いときは寒い、暑いときは暑いというの

が一番いいのかなと思ったりしています。 

 発展途上の国等に旅行したりすると、水

というのが非常に大事にされます。生命の
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前原小貯留タンク 

もとですから、水が大事にされるわけです

が、果たして私たち日本人が水を大事にし

ているかというと、非常に無駄な使い方を

しているのではないかと思っております。

降った雤をそのまま公共下水道に流し、そ

れが汚水処理されて川や海に流されるとい

うことを繰り返しているわけで、雤水はも

っときちっと大切に使っていく必要がある

のではないかと思っております。 

 今、小金井市の水道水は、60％を超える

部分が地下水であります。約20本、200

メートルの深井戸からくみ上げた水を市民

の方々に飲んでいただいているわけで、そ

の量はできるだけ多くしたいというのが市

民の願いでもあります。小金井の水はおい

しいというのは、その辺に起因するのだろ

うと思います。これからも雤水を浸透させ

ることによって、それをくみ上げて飲料水

として使えるようにしていかなければなら

ないと思っています。 

 先ほどの８市長の集まりでも申し上げま

したが、小金井市では雤水浸透ますの設置

が５万基を超え家屋の50％を超えてつい

ているということから、設置率が世界一と

言われております。数々の賞をいただいた

りしているわけですが、スタートは市民の

方々の運動から始まったわけですね。市民

の方々が雤水浸透ます等を設置し実験した

わけです。本来下水道は漏れてはいけない

わけで、雤水ますに穴をあけて漏らすとい

うか、浸透させるというのは、まさに画期

的なことだったなと思っております。 

 新築家屋などを建てるときは、雤水ます

は浸透性にしましょうとお願いしたとこ

ろ、市民の方々、特に下水道工事業者の方々

のほとんど100％の方々がそれに乗って

いただけ、それが雤水浸透ますの普及につ

ながりました。市民の方々のご理解があっ

て、下水道工事業者の方々の勧めや環境団

体の方々の研究等々、その力こそが小金井

市の雤水浸透ます設置率が50％を超える

ということにつながったのではないでしょ

うか。 

 最近、市の下水道課に、ゲリラ豪雤に耐

えるための雤水浸透ますの取材が多く来て

おります。関西等からも取材に来ます。30

ミリ対忚とか50ミリ対忚とかという形で

まちをつくっていくわけですけれども、ゲ

リラ豪雤は今や１時間に100ミリ以上降

るというような状況で、もう到底対忚でき

ない訳です。地下に雤水の涵養というので

はなくて、ゲリラ豪雤の施策とし雤水浸透

ますをつけたらどうかという発想なので

す。 

 確かに結果として、各家庭が雤水浸透ま

すをつけることによって、洪水を防ぐ役割

も一部分果たしています。過日ＮＨＫテレ

ビを見ていましたら、千葉県市川市で洪水

を防ぐ目的で浸透ますが増えてきていると

のことですが、小金井市とは目的の違いが
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あっても、結果は同じことになると考えま

す。特に、都市部において雤水浸透ますの

普及をしていってほしいなと思います。 

今日、８市市長が集まっていただきまし

たが、小金井市が先駆的な役割を果たして

きたなと思っておりますが、こういう事業

は小金井市だけでなく広域的にやらなけれ

ばならないということから、地域が連携し

てこの事業に取り組んでいく必要があるの

ではないでしょうか。 

 今、徳永さんのほうから墨田区のお話が

ありました。小金井市でも貯留タンクの補

助金制度を導入しています。しかし、なか

なか手を挙げてくれる人がいなくて、ちょ

っと残念に思っています。 

屋根に降った雤を、そのまま雤水浸透ま

すで地下にかえすだけではなく、雤水貯留

タンクを置いて雤をかり、タンクの水を庭

の散水や花、木の水やり、洗車に使用する

というようなことに活かし、そして余った

水を地下にかえす等資源として利用をして

はどうでしょうか。 

 本日ご出席いただいた８市の公共下水道

はほぼ完備している状況と思います。家庭

から出る雑排水・汚水とまちに降った雤は

下水道の合流管で下水処理場まで運ばれ処

理をしています。 

 降った雤は、別に処理しなくてもいいの

ですが汚水と混ざっていますので残念なこ

とにお金をかけて処理をします。今後は、

生活から出る雑排水・汚水はそのまま処理

場に運び、降った雤は川に流すなり、貯留、

浸透させるという分流方式をとっていかな

ければならないのだろうと思っておりま

す。 

 今、小金井市では再開発や区画整理をや

っていますが、この区域に降った雤は多孔

管といって、塩ビの管に孔がたくさん開い

ているものですが、その管の周りに砕石を

敶く。砂ではなくて砕石を敶くことによっ

て浸透能力が高くなり、パイプを流れる間

に地下に浸透していくという方法をとって

います。 

開発区域の雤水をできるだけ地下に浸透

させるという方法をとっていますので、ぜ

ひ期待していただきたいと思いますし、こ

れからは道路に降った雤や道路に集まって

くる雤水なども浸透させていきたいと思っ

ています。すでに、十数か所に道路雤水の

浸透施設を設置していますがこれを増やし

ていきたいなと思っております。できるだ

け降った雤を大切に使っていくようにしな

ければいけないなと考えます。 

 先ほど高橋さんから農地の話が出まし

た。今、ほとんどコンクリート、アスファ

ルトになってしまっていまして、地下に水

が浸透しにくい状況です。そういう意味で

も農地の果たす役割は大きいだろうと思い

ます。農地を守っていくには、税金の問題、

後継者の問題など難しい問題があるわけで

すが、この環境を守っていくということに

対しては農地の必要性は非常に大きいだろ

う、そんなふうに考えております。 

永瀬氏 ありがとうございました。６人の

パネラーの方からいろいろ問題点なり、こ

れまでやられてきたことのお話がありまし

た。市長さんのほうからは、雤水浸透ます

が世界一ということですけれども、まだま

だそれは足りないということですね。民地

の面積がかなりあって、あと農地、それか

ら道路がありますので、そこのところがす

べて浸透させるということになればすばら
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しいなというところです。 

 それでは、このシンポジウムでは先ほど

８市の市長が集まりまして、雤を活かすま

ちづくりサミット宣言ということで、宣言

をされました。その宣言の中で、「まちは一

つであり、行政の枠にとらわれないでつな

がっていこう」ということ、そういったお

話も先ほどパネラーの中からもありまし

た。 

 それから、２つめの「雤は資源」である

ということですね。資源ということで、そ

れを最大限活かす、利活用するということ

です。 

 それから３つめは「行政の連携」という

ことで、これも先ほど確認されました。 

 そして４つめが、「より多くの連携と継

承」ということで、まちづくりにかかわっ

て、行政の連携だけでは足りなくて、そこ

に暮らす人々と、学校だとか地場産業を担

う方々であるとか、そういった方々も一緒

になって50年先を見詰めていかなければ

いけないということが宣言されました。 

 この宣言をもとにして、小金井市ではど

ういった活動がこれから50年先を見詰め

たポイントになるのかということを、ちょ

っと難しいと思うのですが、お話しいただ

けますか。どういう順番でいきましょうか。

では、野口さん、お願いいたします。 

野口氏 私は市民の代表としてここに座

っているのですが、私も33年前に四谷から

中央線を使って引っ越してきました。お正

月休みの終った５日でしたが、引っ越しな

のでまずお掃除をするわけですね。水道の

蛇口をひねったら、給湯器がまだなかった

のに、水が温かかったのです。えっと思い

聞いたら、ここは井戸水がたくさん入って

いるのだと。今まで四谷のビルに暮らして

いましたので、はあ、井戸水だったら温か

いのねと…。 

 私はなぜ四谷から郊外に越したかったか

と今思いますと、金魚が死んだ時に、金魚

を埋葬するところがなかったのです。そこ

で植木鉢に金魚の死体を埋めたわけです

が、ちょっとこれって違うんじゃないかな

と思いました。赤ちゃんが生まれ散歩をす

る時に、堀とか赤坂離宮とか街路樹に恵ま

れた大変美しいところだったのですが、や

はり土が全くなくて、校庭もコンクリート

だったのですね。私が育ったのは地方でし

て、土があるところで暮らしたいという強

い思いがありました。ちょうど子どもが１

歳になるので、ビルで暮らすよりは緑があ

るところで暮らしたいと思っていました。 

 たまたま私の連れ合いに小金井公園でロ

ケの仕事が入り、帰りに丌動産屋で何か物

件がないか見てきてほしいと言いました

ら、ちょうど小さな平家が見つかりました。

大変いい公園があるそばだよというのが決

め手となって、小金井に住むことになった

のですね。越した次の日、冬でしたがお天

気がよかったので散歩したら、日だまりが

あることと、農地があって、小さなところ

の土ではなくてみずみずしい生きた土があ

るというのが第一印象でした。本当は、子

どもが育ったら四谷に戻りたいねとは言っ

ていたのですが、人は最後には土に返るの

で、土のあるそばで暮らせて、土のそばで

死んでいく。私は、今年に還暦を迎えます

が、ここで暮らしてきて大変よかったなと

思っています。 

木俣さんがおっしゃいましたように、土

を活かして、風景というのはオブジェでも
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ないし、それは自然の中で自然がつくって

くれるものなので、そういう水、土、光な

ど、全てを満たしたものが周りにあるとい

う環境が大変大事なのではないかと思うの

です。 

 そこで、市民である私たちもささやかな

土を守り、乾いた土にしないように絶えず

努力してつないでいけて、それを子どもた

ちにも伝えていけたらいいと思いました。

グリーンネックレスのスローガンも「つな

ごう！武蔵野の土と水と緑」ということに

なっています。私たちもだんだんと自分の

時間ができてきましたので、なおさら土へ

の愛おしさというものを日々語り合えたら

と思っています。 

永瀬氏 ありがとうございました。 

 それでは、土ということが出ましたので、

土に関連しますと高橋さんと木俣さんです

けれども、木俣さん、土づくりをやられて

いるということでお願いいたします。 

木俣氏    （スライド） 

 お配りしている資料で、雤を活かすため

にということと、地域と連携するというこ

とでお話をしております。私自身は、この

大学に就職しましてかなり長くいますけれ

ども、２ヘクタールほどの畑の管理をずっ

としてきております。そこには雤が降りま

すし、今スライドでお見せしております私

どもの環境教育実践施設も、屋根に降った

雤を全部集めて、小川や池に流しておりま

す。人工の小川であり人工の池ですが、多

くの方がもう何十年も親しんでくださって

いて、もともとあったと信じている人もい

ます。 

 地域とのおつき合いの中で例えれば、ご

み対策課のコンポストの試験をやっていた

だいております。そこでできた野菜は、今

日、明日、私どもの環境教育実践施設の畑

に行っていただきますと、そちらで差し上

げています。 

 本年は野川に田んぼができて、お米がと

れました。私どもの田んぼでも環境市民会

議環境学習部会の子どもたちがやはりお米

をつくっています。両方のお米を使ってお

餅つきを今日午後から行っています。いろ

いろなおつき合いを近隣の学校、保育園や

市や市民の皆様方としております。 

 もう１つには、ハケ下にある貫井南公民

館の成人大学では江戸野菜づくりという講

座を開催して、私どもの畑を使ってくださ

って伝統の江戸野菜をつくっておられま

す。その野菜も、今日、明日と野菜のスー

プにして皆様方に飲んでいただき、交流会

でも使います。 

 このように、できるだけ地面を残したい

と私どもも心がけているところです。スラ

イド、どうもありがとうございました。 

永瀬氏 ありがとうございます。市民がか

かわる。かかわりがあると愛着が出てきて、

また自分でつくったものを味わうというこ

とで、より土に近づいていくということが

大変ヒントになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京学芸大学環境教育実践施設 
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 それでは、土にかかわるということでは、

もうひとり高橋さん、お願いいたします。 

高橋氏 市民の人たちに土に触れ合って

いただく、これは我々都市に住む農業者と

して全国の農家の方々からお願いされてい

る内容で、国産の農産物をどう購入してい

ただくか、大事に守ってもらうか、それは

都市の中に住む農家の人たちが多くの都市

住民の方々に農の大切さを伝えていく、そ

ういう思いで、我々はいろんな行動をして

います。 

 練馬区では、体験型市民農園、これは加

藤義松さんと白石好孝さんという方が発案

して、練馬区が発祥の地になっています。

小金井市では今２カ所あり、３カ所目がこ

れからできる、そういうような形で尐しず

つは広がっています。ただし、農地法の中

で、これは戦後できた法律の意味合いで、

自作農主義といいまして、本人が直接やら

なければならない。そういう法律の壁があ

りまして、他人に農地を貸すことはまかり

ならないというような法律があります。現

在でも市民農園がなかなか広がっていかな

いのは、この法律のせいでございまして、

仮にある人が他人に貸してしまうと、次の

後継者には相続税納税猶予制度を認めませ

んよというような壁があります。ですから、

そういう壁があるので、皆様の力で何とか

貸し借りができるようにしていただきたい

なと思います。 

 その上で、そういうことが自由にできる

と何が起きるかといいますと、三鷹市では

何とかいろんな工夫の中で、すべての小中

学校に学校農園が整備されております。こ

れは地元の三鷹地区の青壮年部、後継者の

人たちの努力によって、一歩間違うと法的

な問題が発生する際どいやり方にはなって

いるとは思うのですが、何とか子どもたち

に実際の農地で実際の農作業を体験してい

ただきたいという思いの中でやっておりま

す。 

 小金井市ではまだまだそこまでの努力は

足りないのですけれども、一部の農家は、

実際に学校教育の中で、クラス毎ですけれ

ども受け入れるようなことを尐しずつやっ

ております。私としては、そういうものを

どんどん増やしていって、大人から子ども

まで小金井の農地に入っていただいて、実

際に土の香りを、またそのぬくもりを体験

していただくということが、きょうのテー

マである水や自然というものを、自分の生

活の中に持ち込めるのではないかなと思っ

ております。 

 以上です。 

永瀬氏 ありがとうございました。 

 それでは、今、法的な問題など出てきま

したけれども、それについては稲葉市長さ

んのほうではどうでしょうか。常にそこの

ところとかかわってきておられるのではな

いかと思うのですけれども。 

稲葉市長 本当に農地に対する規制とい

うのはかなり厳しいものがありまして、今、

高橋さんが言われたように、相続税納税猶

予の農地ということになると、農業を続け

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡ東京むさし 
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なければならないと。極端に言うと、死ぬ

まで農業を続けなければならない。逆に今

度は一般の市民が土地を買って農業をやり

たいといっても、今の法律からいうと、農

地を買って農業をやることはできない。つ

まり、職業の選択の自由がその辺にはちょ

っとないのではないかという思いを持って

います。 

 先ほどから出ているように、体験型市民

農園などは、その法律のはざまを行くのか

なと思ってはいます。市では、東町と貫井

南町の２カ所に開園していますが、市民の

方々が喜んでくださっています。 

 高齢者の方々の、市民農園などはいつも

競争ということになりまして、抽選で決め

させていただいていますが、一方農業者の

方々は労働力丌足という現実があります。

一定の年齢になると農業をやってみたいと

いう方がいらっしゃるのですね。定年での

退職者…退職しなくてもいいのですが、余

っている時間に農業をやってみたいという

気持ちを持つのですけれども、うまく法的

にクリアできるようにしていけば、そのチ

ャンスを活かすことができるのではと思い

ます。 

 そういう意味で、都市の農地を残そうと

するのであれば、大胆な法制度の改革が必

要になってくると思っています。農地に関

して、生産緑地等を解除するときには、市

に買い取りの請求が参ります。極端ですが、

相続が発生したので相続税を払うために土

地を売らなければならない。とてつもない

大きな土地が売りに出ますが、市では買い

切れない。 

農地は宅地化され分譲され、そこにはマ

ンションが建つという形になってしまうの

ですね。そんなことにならなくても済むよ

うな、農地が守れる法律に変えていかなけ

ればならないだろうと考えます。 

永瀬氏 そこは何か名案がございません

でしょうか。今、教育のほうで法律ぎりぎ

りでやられているという一例もありますけ

れども、50年先を見た上で、何か地方自治

体のほうでこういう案というのは。 

稲葉市長 一時的ではなくて継続的に。例

えば行政が借りるあるいは学校が使うなど

の話になれば継続して使えるわけですか

ら、一時しのぎの話ではなく、その辺に対

して法的に尐し光を当てていただけるとい

いのかなと思っています。今、農地という

のは、農業を主導的にやる人が自らやらな

ければならないということになっていま

す。その人が自ら手を引き、援農というこ

とでだれか別の人にやっていただくという

ことになればいいのですが、自ら手を引く

ということにはなり得ない。どうしても高

齢化してきたりすると、農地が守り切れな

いというのがありますが、長期的に継続的

に安定的にその農地が確保されるのであれ

ば、その辺は法律で余り縛りつけないでも

らえればと私は思います。 

永瀬氏 これは国とも絡んできますので、

そこのところは本当に皆さんで知恵を寄せ

合って、こういう新たな方法や提案を考え

ていかなければならないと思っています。

農地が確保されれば、水の涵養ということ

ではかなり大きく効いてくるので、都市農

業というのは大事だと思いますね。そして

防災の場合の避難地にもなるでしょうし、

今、食の問題ということでいろいろ出てい

ますけれども、「地産地消」で本当に新鮮な

ものが食べられるということですと、ＣＯ2
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削減にもなるしこれ程よいことは他にはな

いと思っております。 

 土の問題が出ましたけれども、土とお菓

子とは余り関係ないかな。お菓子をつくら

れている斉藤さんは、50年先をにらんでの

何か小金井市のポイントはあるでしょう

か。 

斉藤氏 今いろいろお話を伺っていまし

て、商業者というのは物を売って利益を出

して生計を立てていくわけですが、地域と

離れては生きていけない。特に小金井とい

う土地は、ほかのまちからお買い物に来て

いただけるまちでは今のところ残念ながら

なくて、ほかのまちにお買い物に行ってし

まうというまちになってしまっているわけ

です。ここで、私自身、価値観が非常に大

きく変わってきている。今までのグローバ

ル社会だとか効率最優先、利益を最大にし

ていくという価値観から、だんだんと地元

でもう尐し家族との触れ合いだとか、自分

の持つ時間を充実したものに変えていくと

か、そういったことにお金を使うかどうか

はわからないのですが、時間は使っていく

という時代に振り子が戻ってきているよう

な感じがするのですね。 

 小金井のいいところというか、今まで余

り発展してこなかったものですから、一瞬

ちょっと遅れていまして、遅れていたら、

いつの間にか時代では先端に行っていると

いうような感じもちょっとあって、うまく

そこを利用しながらまちづくりというのが

進めると、これから50年がどうかというの

は別として、あと10年、20年後には小金

井はとてもいいところだと。 

 利益を出すという面でいいところかとい

うことは別として、住んだり、暮らしをす

るまちとしては非常にいいまちだというこ

とになり得るのではないかと。 

商業者としては、その中でどうやって商

売をしていくかということになるのです

が、先ほどから話が出ている地産地消、農

業、農地がまちにあって、豊かな自然が南

と北にあるということを活かすまち。回遊

路の途中で、農地でもぎたての野菜があっ

たり果物があったり、ゆっくり歩きながら、

井戸水を使った喫茶店があったり、そば屋

さんがあったり、美術館もあって、見なが

らゆっくりとした時間が過ごせて、駅前に

帰ってくる。駅前で、ちょっと一杯飲んで

帰ろうかというようなことができるまち。

吉祥寺あるいは立川とは全く違ったまち。

団塊の世代の方たちが定年を過ぎ、ゆっく

りした時間を持っていけるまち。家族とデ

ィズニーランドとかへ行くのではなくて、

ハイキングというかウオーキングという

か、もっと家族の語らいをしながら、昼間、

公園でゆっくり楽しい時間を過ごしていく

中で、商業あるいは飲食業が行っていける

のかを頭に入れながらまちをつくって、そ

の中で農業者、芸術家、地元の緑を大事に

されているＮＰＯの方々、そういったとこ
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ろと連携をしながら、気持ちが豊かになれ

るまちというのをどうやってつくっていけ

るのか。 

 幸い、小金井には学校がたくさんありま

して、木俣さんの学芸大、永瀬さんの法政

大学、農工大学、東京経済大学等々を含め

て、たくさんの学生さんがいらっしゃる。

そういうところと連携をしながら、商業的

にはたくさん売れて儲かるというまちでは

ないかもしれないのですが、地元の自然、

あるいは農産物等々を利用しながら、飲食

あるいは商売がそれなりにぼちぼち食べて

いける、いいまちというのができるのでは

ないかというところを目指して頑張ってい

きたいと考えております。 

永瀬氏 地元の野菜を使って、それをお菓

子にするというような試みがされています

ね。木俣先生のところの農園を使って野菜

をつくって、それを使っていくということ

と、あとは江戸東京たてもの園があります

ので、その中で江戸野菜をつくって、それ

をイベントにしていく。そうすると、まち

が楽しくなってきますよね。そうすると、

斉藤さんが先ほどお話しされた回遊路、回

廊ができ上がってくるということで、回廊

ができ上がってくると、歩いて楽しめるま

ちというのにイメージがつながっていくの

ではないかという感じがします。 

 それでは、徳永さんはどうでしょうか。

これからの50年先を見通したポイントと

いうのは何かございますか。 

徳永氏 今、商店のお話を聞いて「わあ、

いいなあ」と。私たちのまちは本当にシャ

ッターが軒並み降りてしまって、後継者が

引き継いでいかないという寂しい商店街に

なってしまっています。しかし、粋でもな

く、ダサイところなのだけれども、雑誌な

どが下町という記事を取り上げてくれて宣

伝が多いものですから、皆さんは、雑誌で

の下町という名前のところを見てみたいと

いうようなので…。下町といったって、本

当は浅草あたりの下町のほうがいろんな食

べ物などいろんなものがあるのですが、本

当の職人が住みついた下町に今、学生さん

がかなり入ってきているのです。家賃を安

くして貸せるのですね。 

 ある商店街では、アパートになっていた

ところを商店街で３年間借りまして、その

小割にした各部屋を学生さんたちに安く貸

して、それぞれが勉強した美術だとか工芸

だとかというものをつくる工房みたいにし

て、それを見せる。下町らしさというとこ

ろを一つの見学コースにして、見てもらお

うというようなものに今取り組んでいると

ころです。 

また、野川のほとりから現地の野菜で何

かができたというようなお話でしたが、お

もしろいというか、一つのコースを楽しみ

で小金井に来られるということが物すごく

感動しました。 

 私のやっているのはタンク販売ばかりで

すが、今考えていることは、市長さんが先
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バングラデシュ貯留タンク 

ほど言われたとおり、浸透もいいのですけ

れども、貯留浸透です。大気汚染のため、

どうしても粉じんやばい煙が最初に入って

しまい、浸透ますの中にヘドロのようにこ

びりついてしまう。それが浸透し、地中に

影響を起こすのではないかと言われるグル

ープの発言を聞いたことがあるのです。で

すから、できれば尐しでも貯留浸透という

方法をとることによって、市長さんが言わ

れたとおり、いい水を地下に浸透させれば、

よりよい水で、湧き水として出るのではな

いかという気がします。私たちの会でも一

生懸命、貯留浸透と言っています。一度貯

留して、貯留の仕方が大きいタンクじゃな

くても、小さなタンクでいいのですから、

一度そういうようなろ過をして浸透させて

いくような方法が理想ではないかと思って

おります。 

 それともう一つ、我々がやっているのは

小さなタンクばかりの話だったのですが、

これからはもう一つ、国にも声をかけ、大

きなタンクを各家庭に置いてもらって、一

番使うトイレの水に利用する。一番汚いも

のを、コップに入れて飲める水で流してい

るのは何か丌自然ではないかと思うので

す。私が住んでいる墨田区が中心となり設

立した雤水利用自治体担当者連絡会という

一つの会がありますが、その会と国、都道

府県、民間、産業等の方々とネットワーク

でつなげようと、国交省の方々ともお話し

しながら発足したのが雤水ネットワーク会

議です。雤水貯留浸透に係る協会ともコミ

ュニケーションをとりながら、一つのプロ

ジェクトを組んで、国に提案できるようし

たいと希望を抱き、取り組んでいるところ

です。 

永瀬氏 ありがとうございます。貯留浸透

というのは、どういう使い方をするわけで

すか。ごみをタンクのところでフィルター

をかけてきれいにするということだろうと

思うのですけれども、例えばタンクがある

としますと、タンクのどういうところにそ

れを設置するとごみが取れるとか、そうい

うことについては……。 

徳永氏 大気の影響というのは、最初の降

り始めだけですから、初期雤水カットがで

きれば、あとは本当に飲めるような水です。

そういうことを皆さんがちょっと工夫して

いただくだけで、雤水を活用できるのでは

ないかと。 

 私たちの会が、今バングラデシュに支援

に行っています。バングラデシュというと

ころは、天然の砒素で侵されている地域が

99％だそうです。ガンジス川が年に何回も

氾濫しますから、至るところが水だらけで

す。下水道はできていなく、トイレはみん

な外でするだけですから、全部ごっちゃ混

ぜになって川に流れ出して汚れていて、し

かも天然の砒素でも汚染されているわけで

すから、その水は全部生活用水として使え

ないのです。地下水を利用させようと、日

本からもかなり地下水のタンクを支援した

そうですが汚染水で使えなかったのです。

では、どうやってそれを助けられるかとい

ったら、雤水を活用することが一番いいの
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ではないかということになったわけです。

あそこは運がいいことに工業産業がなく、

大気が汚されていないのです。現地へコン

クリートの雤水タンクを据えつけました。

雤期の場合は、先ほどの先生の写真じゃな

いけれども、表にバケツや洗面器を置いて

も生活用水はとれます。しかし、肝心なの

は乾期。乾期の半年間全然というほど雤は

降らないのです。各家庭に乾期を乗り越す

だけの貯留タンクを付けてあげたいと始め

ました。最初は、ボランティアとして無料

でタンクを設置してあげたのですが、やっ

ぱりただであげるというのはだめですね。

貣しい国ですからもらえるものだという意

識が強くなってしまい、いつまでも自立が

できないのです。反省して自立できるよう、

現在ではクレジット、要するにローンでや

らせています。貣しい中からも自分でお金

を出してつけたタンクには、蛇口にかぎを

つけるようになりました。それは自分が苦

しい中からお金を出してつくったタンクだ

から自分のものだと。それともう一ついい

面につながったのは、メンテナンスをしっ

かり自分でやるようになりました。 

 そういうものがだんだん重なっていけば

と思っています。本当は今年行かなくては

ならなかったのですが、個人的に私、背骨

を痛めましたので手術して行けなかったの

です。今後は、1,500世帯にタンクをつけ

る雤水村というのを向こうのＮＰＯと組み

まして実行しようと企画しているところで

す。 

永瀬氏 雤水は、都市の場合ですと、最初

に降った雤水だけ処理すれば、あとはきれ

いな水であるというお話ですね。 

 エクセルギーハウスということで建築家

の黒岩さんが軒にフィルターをつけておい

て、最初に降った雤水をそこでフィルター

にかけて、残りの水をゆっくりと利用して

いくというアイデアを出しておりましたけ

れども、それなども今後活かされるのでは

ないかという感じがしました。 

 タンクですと、その位置もいろいろなと

ころに想定できますよね。屋根に降った雤

をゆっくりとおろしてやればいいわけです

から、屋根裏のところに置くとか、途中の

２階などのベランダに置く、それから庭先、

駐車場に置くなどを考え、見えてくる場所

によってはデザインも考える。そのデザイ

ンがまちのあちこちに出てくると、あっ、

小金井らしいなというものになる。それが

小金井の風景になるという感じがします。

天水尊は墨田区でやってしまいましたの

で、そういう意匠ではないものを、小金井

らしい何かができないかなと思っていま

す。 

徳永氏 そうですね。市長さんもいらっし

ゃることですから、それこそ小金井でのア

イデアコンペ、先ほど表彰した傘の絵の公

募じゃないですけれども、タンクをつくる

アイデアを小金井で特殊なものを考えてい

ただけると、おもしろいものができていく

のではないでしょうか。降った雤を貯める

だけですから単純なので、そんなに深く考

えることはないと思います。しかし、水を

貯めたからといってあけっ放しのタンクに

しておくと、蚊が入って隣近所に迷惑をか

けたのじゃ意味がありませんから、そうい

うところを気配りしていただければ、ただ

貯めて使えれば水の節約になるということ

は、誰でもがすぐわかることと思います。 

永瀬氏 ありがとうございました。時間も
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グリーンネックレスプランター 

だんだん迫ってきましたので、これまでお

話しいただいて、ちょっと言い足りなかっ

たというようなことだとか、あとは次の世

代へ向けて、こういうことは言っておいた

ほうがいいのではないかなというメッセー

ジであるとか、その辺のところを一言ずつ

いただいて締めていきたいと思っています

ので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、野口さんから順番にお願いい

たします。 

野口氏 今、徳永さんからアイデアという

お話があったのですが、雤水浸透のきっか

けは市民のアイデアだったわけですよね。

アイデアはたくさんあるのですけれども、

それをつないで形にするというのは、実は

大変難しいことだというのを、私たちはグ

リーンネックレスという活動をとおして感

じています。例えば、行政がつながるとい

う、きょう８市がつながってここに並んだ

だけでも実は大変だったと思います。だか

ら、アイデアはたくさん出るのですが、そ

れをつないで形にして外に見せていくとい

うのは、実は大変な能力がいることで、市

民がいつもそれを、そうだよねという言葉

をたくさん交わしていき、そういうアイデ

アの背景はちゃんと持っているというの

が、今後私たちの役割かなと思いました。 

 余り具体的ではなく、イメージがわいて

こない表現で申しわけないのですが、市民

はアイデアを出し、アイデアをつないでい

くのは行政で、それを実行してつなぐのは

市民じゃないかなと思っています。 

永瀬氏 ありがとうございました。 

 それでは、木俣さん、お願いします。 

木俣氏 皆様方からおっしゃっていただ

いたとおり、小金井は緑、公園もあります

けれども、たくさんの大学もあるわけです。

大学は地域社会とともに成長して共生して

いくものだと思いますから、欧米の大学ま

ちのように小金井も大学のまちとして世界

的に評価を得られるような、そんなまちに

50年先を見てなってほしいと思います。 

 まちの中でカフェだとかパブだとか、そ

ういう飲み屋さんとかあって、そういった

ところで私たち教員や学生ばかりではなく

て、市民の皆さんといろいろ気楽に挨拶を

し議論をして、このまちをもっと楽しいま

ちにしていこう、地元の食材を使って、お

いしい料理をつくって、集える場所を小金

井にたくさんつくっていこう、そんなこと

がほしいと思います。 

 それからもう一つだけ、付け足しですけ

れども、実はここに「多摩源流水」があり

ます。これは多摩川の一番上流の小菅村の

お水です。これからは小金井のことを考え

るに当たっても、多摩川の一番上流の村々

のことまで、できれば頭の片隅において、

環境保全･創造の輪を広げていただきたい

と思います。 

 ありがとうございました。 

永瀬氏 今飲みましたけれども、結構おい

しいですね。軽いというか、そういう感じ

がします。 

木俣氏 皆さんに小菅村の村長さんから
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のお土産です。 

永瀬氏 そうですか。ありがとうございま

す。 

 それでは、斉藤さん、お願いいたします。 

斉藤氏 我々商業者としては、一般市民の

方との接点が非常に多くて、先ほど高橋さ

んのほうからいろいろ法律の問題ですと

か、そういったところで大きな問題がある

のだということのアピールがあったわけで

すが、雤を活かすというところで市民の

方々にはメリットがなかなか見えない。 

タンクに溜めて、水洗トイレの水道代が

尐し安くなりますということですと、これ

はいいかなとなるかもしれないのですが。

それが雤水、あるいは水の資源をというこ

とが自分たちのメリットとして何があるの

だろうかということのアピールが必要と思

います。 

先ほど、回遊性の中の農業のおいしいも

のが食べられるのだとか、自分のまちの魅

力としてそういったことが大事なことなの

だということでした。商業者としても農業

者、あるいは地域の方々と一緒にアピール

をしていくことが重要と考えます。農地を

大事にするからこういうおいしい野菜が食

べられる、こういう果物が食べられるのだ

とか、いいまちであり続けるためには、そ

ういうことをしなければいけないのだとい

うことを、市民全体で連携しながらやって

いるのだという姿をアピールしていかなけ

ればならないと。 

では、市民も心の中で都市の農業を守る

ことが大事なのだ、それが自分たちの生活

を豊かにすることにつながるのだという気

持ちを持ってもらえることや、アピールす

る最前線というか、アピールできるのは商

業者なのかなと思います。 

そういったところの連携をとり、おいし

いものを食べてもらい、これを続けるため

にはこういうことが必要なのだというアピ

ールを市民と一緒にできていけたらと思い

ました。 以上です。 

永瀬氏 ありがとうございます。 

 それでは、高橋さん、お願いいたします。 

高橋氏 私もいろんなところでこういう

話をするのですが、やればやるほど、農家

としてこれからも生き残るということが、

いかに多くの市民の人たちに役に立つかと

思っています。そういう意味では、安全な

新鮮な農産物を皆様に提供する、これが第

一です。 

ネイティブアメリカンの人たちの言葉に

「先祖からいただいた環境というものは先

祖からいただいたのではなくて、未来から

借りている」というのがあります。この地

域は我々の先祖が血の汗をかいて開拓して

きた地域ですが、これから先の生まれてく

る子どもたちのためにどういうことができ

るのか、未来から今の環境を借りている今

の農業者として、どういうことを今やるべ

きなのかということを考えながら、私はこ

れからも多くの農業者の仲間とともに頑張

って生きていきたいと思っております。 

 ちょっとＣＭなのですが、来週の土、日

曜日に第一小学校で農業祭を行います。小

金井の農業はどういうものをつくっている

のか、どういう人たちがいるのかというの

を直に見られると思いますので、ぜひ第一

小学校のほうにお越しいただければと思い

ます。 

 ちょっと暗い話が多かったかもしれませ

んが、明るく元気にこれからも頑張ってい
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きますので、どうぞ忚援のほどよろしくお

願い申し上げます。（拍手） 

 ありがとうございます。 

永瀬氏 それでは、ぜひ皆さん、第一小学

校にお出かけください。 

 市長さんは最後に話していただくとし

て、徳永さん、先にお願いいたします。 

徳永氏 今日は、この会にお呼びいただ

き、本当にありがとうございました。それ

と、８市の市長さんが宣言されたことで、

武蔵野の大地からの湧き水として、我々の

東京の下町まできっと流れてきているので

はないかと思います。こういうつながりが

本当にしっかりとできることを私は望んで

います。私の仕事の中でいつでも言ってい

る「雤水はためれば資源、流せば洪水」と

いう言葉を皆様に贈りたいと思います。 

 どうもありがとうございました。（拍手） 

永瀬氏 ありがとうございました。 

 それでは、時間が迫ってきまして、まと

めなければならないのですが…市長さんが

とんでしまいましたね。失礼いたしました。

では、お願いします。 

稲葉市長 最後ですが、降った雤をそのま

ま公共下水道に流して処理して、川や海に

放流するというのは、非常にもったいない

話だということを私たちが感じていかなけ

ればならないと思います。屋根に降った雤

を貯留タンクにためて使い、余ったら地下

に浸透させていく。それはゆっくりとした

循環、時間をかけてリサイクルさせるとい

うことを考えていく必要があると思いま

す。そういう意味で、繰り返しになります

けれども、雤水を有効に使う。無駄にする

ことはもったいないことだと考える必要が

あります。 

 これから、行政も雤水も含めて環境の保

全に踏ん張っていかなければならないなと

思っていますし、市民の方々と連携し、そ

してさらにいろいろなアイデアをいただく

中で、一緒に環境の保全に努めてまいりた

いと思います。よろしくお願いいたします。

（拍手） 

永瀬氏 ありがとうございます。 

 きょうは鈴木さんが最後のところまで聞

いていていただいたということで、ご感想

などいただければありがたいなと思ってい

ます。よろしくお願いいたします。 

鈴木氏 いろいろお話を伺いまして、本当

に貴重なお話をありがとうございました。 

 最初に、私のあいさつの３分の１ぐらい

が聞こえなかったようです。私が申し上げ

たのはデータを披露しただけなのですが、

『世界がもし100人の村だったら』という

有名な本の中で私は知ったのですが、世界

の18％の人が明日飲む水にも苦しんでい

る。12億人の数になると思うのですが。そ

ういった中で、日本は幸いなことに水だけ

は自給できているわけです。１人当たり、

都内で１日240リットルの水を使ってい

るそうです。ペットボトルにすれば120本

分ですね。この水を１日に１人で使ってい

るというデータを披露したのです。 

 ところが、この水を東京という範囲で見

ますと、多摩川からの水というのはたった

の15から20％で、８割方、他県に依存し

ているのです。多摩川を流れている水も、

実は流域下水道というのが非常に大切で、

下水道ができて多摩川の水もきれいになっ

たわけですが、調布市の鶴川街道あたりの

ところでは、実に生水の半分ぐらいは下水

処理水なのですね。水がきれいになったの
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で、アユも毎年100万匹ぐらい戻ってきて

いるというお話も聞きますが、何か違和感

を覚える部分が皆さんもあると思います。 

 ですから、やっぱり我々にできることは、

今日のテーマであります雤水を活かすまち

づくり。コンクリートで被覆されている部

分が多いわけですが、緑を通じて、土を通

じて大地に雤水を返していく、こういった

取り組みが基本なのだろうなと。今日は、

そういった取り組みで本当にご苦労されて

いる方の課題も明らかになりましたし、い

ろんなヒントもいただけたので、まさにこ

れからの50年の継承の第一歩になるいい

シンポジウムだったのではないかと思いな

がら聞かせていただきました。本当にあり

がとうございました。（拍手） 

永瀬氏 どうもありがとうございました。 

 この辺でまとめなければならないのです

が、パネラー皆さんがおっしゃったことで

ほぼ問題点と、それから何となく解決法も

出てきたような感じがしております。 

 野口さんのほうからは、実践をしてきた

こと、100ワットでまちづくりという、小

さい電力でかなりの効果を出すもの、それ

も雤水を利用するというような画期的なこ

とをやっている。効率を重視するというこ

とですと、なかなかそこまで一般化するの

は難しいかと思いますが、そういうことを

やっているという事実が市民のほうに伝わ

ることが大事かなというような感じがいた

します。 

 それから、木俣先生のほうからは、種か

ら胃袋というようなことのお話がありまし

たが、本当に土の大事さというのですか、

そういうところから食べるところまで、み

んな係わりながらやっていく大事さ。教育

ということで、伝えていくことが大事だと

いうことのお話がありました。 

 それから、小金井は大学のまちというこ

とで、我々のところの法政大もありますし、

学芸大も農工大もありますし、近くには東

経大もあります。ですから、そういった大

学があるということで若い人もいますし研

究者もいますから、連携をとり合いながら、

よいまち、また雤を活かすまちになってい

ければと思っています。 

 法政大学も学部改革で動いており、今ま

で工学部と情報科学部だけだったところに

今度は生命科学部というのが入ってきまし

た。今まで人間の病院があり動物の病院も

あります。ところが、植物医というのはあ

るのですが、植物の病院はない。植物病理

学をきちっと押さえておかなければいけな

いだろうということで、遺伝子も扱う生命

科学部をつくりました。 

 小金井のまちというのは植木のまちでも

あるわけですね。ですから、そういったと

ころと連携をとりながら生命を考えるとい

うことができればよい。今、小金井のキャ

ンパスの屋上には温室がつくられ、いろい

ろな実験をやろうとしています。 

 それから、斉藤さんからお話がでました

が、井戸を掘ってそれをまちづくりにつな

げていく六地蔵の井戸というのがつくら

れ、それがかなりの人々にＰＲ効果があっ

て、実際にその水を使ってコーヒーとか、

おいしい水割りで飲むというふうに使われ

ている。そういう輪が広がっていっている。

僕もそこにちょっと関わらせていただい

て、僕のところのゼミの学生が忚募し、１

等をとりました。実施設計ということで六

地蔵の上屋とか広場を設計させていただき
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ました。学生のうちから実施設計ができる

というのは、本当に一生の思い出になると

いうことと、今後もこういう機会に対して

は皆ぜひ参加していきたいということを言

っていました。 

 今回の雤を活かしたアイデアコンペにも

うちの学生が忚募させていただいて、優秀

賞を受賞したようで、ありがとうございま

す。 

 斉藤さんのほうは、回遊路というのです

か、まちに回廊をつくっていく。それによ

って、よいところが何か出てくれば、小金

井のまちはよくなっていくのではないか。

そうすると、商業もそこにかかわった人が

回遊してくるというお話だったかと思いま

す。 

 高橋さんからは、すばらしいよい言葉を

おっしゃっていて、ネイティブアメリカン

の言伝えのように未来から借りた土地、そ

ういうものを大事に使っていくというこ

と。法的な問題がいろいろありますけれど

も、そこのところは本当に行政と一緒にな

って何とか残せるものに。相続が起こって

も、そこがつぶされないで残る何かよい方

策はないのか、そこのところは今後まだ議

論していかなければならないことと思って

おります。 

 都市の中に農地が残っていると、本当に

「ゆとり」というのを感じる。やはり空間

がゆったりしている。それから震災という

ことを考えても、小金井の場合には農地と

か空地が結構あるものだから、深刻な感じ

があまりないところもあるのですが、それ

は空地があるということ自体が大事です

ね。空地の「空」というのは、あいている

という意味ではないのです。そこはあるべ

くしてあけてある。未来のためにとってあ

るということだと思うのです。ですから残

っているということは、そういう価値観で

物を見ていくということをやらないといけ

ないということで、よいお話を伺いました。 

 それから徳永さんからは、路地尊で、下

町の火事の怖さに対して、雤水、水があれ

ば、初期消火ができる、最初の消火がされ

ていれば延焼しないということで、安心の

ために水を使うということ、それが一つの

下町の安心風景をつくっていったわけです

ね。 

 これらのことは非常に参考になりまし

た。 

 そんなことから、小金井型で行く、郊外

型で行くとすれば、とにかく降った水は最

大限利用して、使い切って地下に戻してい

くということをやらなければいけないとい

うことでまとめられたのではないかと思い

ます。 

 降ってくる雤をすぐ下水道に流してしま

うということではなくて、できるだけ経路

を長くする。屋根に降ったら、そこから地

面におりるまでに大分横道を通っていくこ

とで、ゆっくりとおりていく。そうすれば、

集中豪雤が来たって安心だと思いますね。

そういったまち、雤を活かすまち、アメニ

ティーのあるまちというのですか、そこに

 

 

 

 

 

 

 

美術の森の湧水（小金井市） 



シンポジウム 
 

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

50 

つながっていく。 

 今日の雤を活かすまちづくりサミット宣

言ということで、「まちは一つ」「雤は資源」

「行政の連携」「より多くの連携と継承」と

いうのが出ていましたが、これをざっと見

ますと、４つのうち３つは「連携」なんで

すね。“つながり”を持っている。今日パネ

ラーの方がいろいろな分野から推薦されて

出ておられますが、これもつながりですね。

その方が市民とつながっていく。それによ

っていろいろな知恵が出てくるのではない

かと思っています。 

 人間の脳の中にシナプスというのがあり

ます。シナプスというのは、ある問題が出

てくると、その問題を解決するために、あ

らゆる方向の情報とどのようにつなげよう

かということを、瞬時に行う。そういうも

のなのです。そのシナプス的なものを小金

井の中で実践する。「シナプス連携」（話者

造語）がそれに当たると思います。それを

瞬時につくっていくわけにはいきません

が、実際につくりながらアピール、問題解

決の表現をしていったならば、よいまちに

なっていくのではないかと思いました。 

 長時間にわたりましたけれども、パネラ

ーの先生方に大きな拍手をお願いいたしま

す。 

（拍 手） 

永瀬氏 ありがとうございました。 

司会 ありがとうございました。 

 以上をもちまして、本日予定しておりま

した行事を全て終了させていただきます。 

 本日は、お忙しい中、最後までお付き合

いいただきましてまことにありがとうござ

いました。お気をつけてお帰りくださいま

せ。 

 なお、雤水利用事業者の会、日本雤水浸

透施設工業会の展示を当ホールの入り口付

近で、雤と仲良し・アイデアコンペの作品

は小金井市環境フォーラム会場で展示して

おりますので、ご鑑賞くださいませ。 

 本日、司会を務めさせていただきました

のは小澤京子でございました。本日はまこ

とにありがとうございました。（拍手） 

 

※カットに使用している写真は、オリジナルのほか

各団体等のホームページから引用しています。 

 

 

 


